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酒 田市 と黒竜江省の交易の現状 と将来

一
東方水 上 シ ル ク ロ

ー ドの 将来性
一

山 田 光 矢 （国士館大学）

山形県の 国際交流お よび交易の シ ンボ ル

と して の 「東方水上 シ ル ク ロ ー
ド」

　 1992年 に 第
一

船が酒田 港に 入港 した 「東方水

上 シ ル ク ロ
ード」 は 、黒竜江省ハ ル ピ ソ 市 の 松

花江 に ある港か ら、 松花江 〜 黒竜江 （ア ム ール

川）〜日本海を経て 酒 田港へ 至 る、全 長約2，800

  の航路で ある。こ の航路は 新潟 ・ナ ホ ト カ 間

772  や 、 新潟 ・ウ ラ ジ オ ス ト ク問841  、新潟

・釜山間961  等 と比較すれ ばか な り長 い ル ー

ト と い うこ とに な る 。し か しそ れ ま で 黒竜江 省

と酒田港の交易は、ハ ル ビ ン〜大運〜酒田港の

約3，600  を利用 して 行わ れ て い た こ と か ら見

れば、約1，000  も短縮 し た ル ー ト と い う こ と

に な る 。

　東方水 ヒシ ル ク ロ
ードは酒 田市が地域活性化

の シ ン ボ ル の
一

つ とな っ て い る。中国や ロ シ ア

共和 国 あ る い は 北朝鮮の 対外開放政策の表 明や 、

ベ ル リ ン の 壁の 崩壊が象徴す る社会主義諸国 の

自由経済 へ の 移 行 の 可 能性は 、 太平洋側に 比べ

て発達 の 遅れ て い た 日本海側 の 都道府県 に
、 発

展 の 可能性を つ け る 明か りと し て映 っ た の で あ

る。酒 田港の 利 用率か ら見 て
、 現在 の 黒竜江省

との 交易は 微 々 た る もの で ある が 、 こ うし た 背

景が東方水上 シ ル ク ロ
ードを酒 田市 を 中心 と し

た庄内地域の 経済発展の シ ン ボル とな っ て い る

の で あ り、山形県友好県省 の 締結を通 じて バ
ッ

ク ア
ッ プ し て い る の で ある。

　庄内地方 の 企業が黒竜江省 と交易を行 う上 で

問題 とな っ た もの は 、 大連港が ボ トル ネ ッ ク と

な っ て い ると い う点 で あ っ た 。 中国東北地方 の

物流の 拠点が大連の み で あ っ た こ とか ら 、 平 田

牧場は 直接黒竜江省か ら荷物を 酒 田港へ 運ぶ

ル
ー

トを考えた の で ある 。 他の ル ー トと し て 、

道路や鉄道を利用 して 卩 シ ア 側 の 港 に 運 びそ こ

か ら輸入 す る こ とや 、 図們江 （豆 満江 ） の 開発

も考えられ るが 、イ ン フ ラ の 点や冬期間の氷結

等 の 問題が あ っ た 事か ら、東方水 ヒシ ル ク ロ
ー

ドは 注 目された の で あ る 。

　 しか し現在で は 大連市は 大窯湾港 の 整備 （5

万 ト ン の コ ン テ ナ バ ー
ス 100の 建設 を計 画） を

急 い で い る よ うに 中国 国内 の イ ン フ ラ の 整備 は

驚 くべ き早さ で 進ん で い る 。 そ こ で 季節や 量に

制限 の ある東方水上 シ ル ク ロ
ードの 利用 が必ず

しも拡大 し な い 危険 も見 られる。また地 球温暖

化は こ れ ま で締結 し て い た港を不 凍港 に して い

る こ とか ら 、
ロ シ ア の 港の利用 も拡大する可能

性が ある。

　 また酒 田港は 1995年か ら釜山港 と定期航路で

結ばれ た （当初週 1便、現在は 2便） こ とか ら 、

貿易量が 飛躍的に 拡大 し 、 東方水上 シ ル ク ロ
ー

ドの 交易 量 の パ ー
セ ン テ

ージ は 低 くな っ て い る 。

た だ し中国の近代化 の 進展度が今後 の 東方水 ヒ

シ ル ク P 一ドの 性格を決 定する こ とに な る 。そ

こ に ど の よ うな可能性が ある か をきち ん と探 っ

て い く こ とが、 シ ソ ボ ル か らの 脱却に つ な が っ

て い くと思われ る。
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東方水上 シ ル ク ロ
ー

ド関係史

1　 東方水上 シ ル ク ロ ー ド前史

1975年頃 ：平田牧場 （本社 ・酒田市） ・中国東

　北地方 か ら羊腸 の 輸入 を 開始

1979年 ：中国 が経済開放政策 へ の転換を表 明

1983年 ：酒田港に 5 万 ト ン 岸壁完成

1986年 ： ゴ ル バ チ ョ フ が 「ウ ラ ジ オ ス ト ク 」 演

　説を行 う

1987年 ：平田牧場 ・黒竜江省か らの 畜産関係 の

　研修生を受け入れ 、 同時 に 三 江平原に お ける

　牧場経営の 合併企業設立交 渉を開始、交渉 の

　経過の 中で 七大河 市長 よ リ ト ウ モ P コ シ の輸

　入 を要請 され る 、 大連港 の 混雑が 障害と な り

　新たな輸入 ル ートを模索　 → 　 ハ バ ロ フ ス ク

　地方 の 担当者が黒竜江省 と酒田港 の 水上 ル
ー

　 トを利用 し た 交易を了承

1992年 ： 5月 29日 ・東方水上 シ ル ク ロ
ー

ド開設

　正式調 印

（2） 東方水上 シ ル ク ロ
ー

ド開設後の歴史

1992年 ： 8月 4 日 ・東方水 上 シ ル ク ロ
ー

ド経由

　 の 第一船が 酒 田港 へ 入港

　12月 1 日 ・ 「東方水上 シ ル ク ロ ード貿易促進

　協議会」 設立

1993年 ： 8月 10日
・山形県が 「山形県 ，黒竜江

　省友好県省」締結、初 の 帰 り荷 として サ ン フ

　 ラ ン シ ス コ 港か ら積み 出され た 55台の ア メ リ

　カ 製中 占車を石巻港 ・山形 ・酒田経由で 運び

　中国 に輸出

1994年 ：黒竜江省が窓 コ と し て 「中国黒竜江省

　江海連運促進強調委員会」を設立 、 酒田港独

　自の 取 り扱い 帰 り荷 と し て 中古農機具 10台 を

　輸出、中国が ト ウ モ ロ コ シ の 禁輸に踏み 切 り

　 5回 の 輸入予 定が 3同 で 中断

1995年 ： 4 月 ・ 「黒竜江庄安肴果有限公 司 」

　 （椎茸の 生産 ・販売） 「黒 竜江富佳晨 業機械

　修造有限公 司」 （中古農機具 の 販売 ・修理等）

　 「中国外運黒竜江酒田国際 コ ン テ ナ 輸送有限

　公司」 ［い ずれ も合併企業］設立

　 5月 ・韓国釜 山港との 間 の コ ン テ ナ 定期航路

　開設

　 6 月 ・第 8 回 ハ ル ビ ソ 経済貿易商談会 へ 山形

　県初参加 （21の 県内企業と団体が参加）

1997年 ： 6 月
・東方水上 シ ル ク ロ

ー ド貿易促進

　協議会 ハ ル ビ ン 駐在連絡事務所開設、東方水

　 E シ ル ク ロ
ー

ドを利用 した ト ウ モ ロ コ シ の 輸

　入再開

　 8 月 ・日中航空交渉で ハ ル ビ ン 空港か らの 中

　国側定期便 の 乗 り入 れ先 を 6地点 とす る交 渉

　が妥結

　10月28日 ・東 方水上 シ ル ク ロ
ー

ド貿易促進協

　議会設立 5 周年式典開催

1998年 ：庄内空港と ・ ・ ル ピ ン 空港で年間 13便 の

　チ ャ
ータ ー便を運行 （来年 も予定）　 → 　定期

　便 の 乗 り入れ 先 と して 新潟、岡山 、 福島、富

　山、新千歳は 決定
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